
特別調査　2024年（令和６年）の経営見通し

このレポートは、当金庫のお取引先264社に対し
2023年 10～ 12月期の景気の現状と2024年
1～3月期の見通しを調査したものです。

167NO.

　2023年12月の日銀全国企業短期経済観測調査(短観)によると、企業の景
況感を示す業況判断指数(DI)は、大企業・製造業は＋12で前回調査から3ポイ
ント改善、非製造業は＋30で同3ポイント改善した。大企業の先行きは、製造
業で4ポイント悪化の＋8、非製造業で6ポイント悪化の＋24を予測している。
中小企業・製造業のDIは＋1で前回調査から＋6、非製造業は＋14で2ポイント
改善した。中小企業の先行きは、製造業で2ポイント悪化の▲1、非製造業では
7ポイント悪化の＋7と予測している。
　信金中央金庫による全国の景況調査(有効回答数13,346企業)では、2023 
年10～12 月期(今期)の業況判断DIは▲3.3､前期比3.7 ポイント改善し、およ
そ４年半ぶりの水準まで回復した。業種別の業況判断DIは全６業種で、地域別
には全11 地域中、北海道と九州北部を除く９地域で、それぞれ改善した。
2024 年１～３月期（来期）の予想業況判断DIは▲8.0、今期実績比4.7 ポイン
トの低下を見込んでいる。業種別には全６業種で、また､地域別には全11 地域
中、中国と九州北部を除く９地域で、それぞれ低下の見通しとなっている。
　長野財務事務所による法人企業景気予測調査では、2023年10～12月期
の景況判断BSIは、全規模・全産業ベースで「下降」超幅が縮小している。これを
規模別にみると、大企業は「上昇」超幅が拡大し、中堅企業は「下降」超から均衡
となり、中小企業は「下降」超幅が拡大している。また、業種別にみると、製造業
は「下降」超幅が拡大し、非製造業は「下降」超幅が縮小している。先行きについ
ては、大企業は4～6月期に均衡となる見通し、中堅企業は1～3月期に「下降」
超に転じるものの、4～6月期に再び均衡となる見通し、中小企業は「下降」超で
推移する見通しとなっている。
　日銀松本支店による県内2023年12月の短観によると、業況判断指数は製
造業が▲3で前回調査から2ポイント悪化、非製造業は+10で2ポイント悪化
した。先行きは製造業で±０となる▲3、非製造業で12ポイント悪化の▲２を
予測している。
　当金庫の調査による東信地区内企業の総合業況判断指数(DI)は、前期比1.6
ポイント悪化の▲16.1となった。業種別では全6業種中、製造業・卸売業・不動
産業で改善した。翌期の業況判断指数は、今期実績比から9.2ポイント悪化と
なる▲25.3を予測している。業種別で製造業と不動産業が悪化を見込んでい
る。
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　当金庫が実施した東信地区内261企業の回答（回答率98.9%）
によると、2023 年 10～ 12 月期 ( 今期 ) の総合業況判断指数
(DI)は▲16.1と、前期比1.6ポイントの悪化となった。
　製造業・非製造業別のDI は、製造業が▲14.3 で前期比1.0ポ
イント上昇、非製造業は▲16.9 で 2.8 ポイント下降した。売上・収
益面では、前年同期比売上額判断DIが前期比10.7ポイント低下の
▲5.7、同収益判断DIが5.8ポイント低下の▲15.3となった。資金
繰り判断 DI は▲11.9 と前期比 2.2 ポイントの上昇となった。雇用
面では、人手過不足判断DIは▲26.4と、マイナス(人手不足超 )幅
が前期比1.6ポイント拡大し人手不足感が強まった。また、前期比残業時間は増加超に転じた。
　業種別の業況判断DIは、全6業種中、製造業、卸売業、不動産業で前期より改善、残る3業種は悪化した。

　2024年1～3月期(翌期)の予測業況判断DIは▲25.3となり、今期実績比9.2ポイントの悪化を見込ん
でいる。製造業・非製造業別においても、製造業が▲29.8で今期実績比15.5ポイントの大幅な悪化を見込み、
非製造業は▲23.2で同6.3ポイント悪化を見込んでいる。業種別では全6業種中、サービス業（＋4.6）で改善
の見通し、卸売業と建設業で横ばいの見通し、製造業（▲15.5）、小売業（▲6.4）、不動産業（▲46.7）で悪化の見通
しが示された。

　地区内企業が抱える経営上の問題点では、「売上の停滞・減少」が39.1％で引き続きトップとなった。以下、「利
幅の縮小(27.2％)」「人手不足(26.1％)」「同業者間の競争の激化(21.1％)」「材料価格上昇（14.9％）」が前回
と同様に上位項目となった。「原材料高」が減少した一方、「人件費の増加」が課題となっている。

　当面の重点経営施策では、「経費を節減する」が52.1％で引き続きトップとなった。以下、「人材を確保する
（31.8％）」、「販路を広げる（31.4％）」、「情報力を強化する（14.2％）」が前回と同様に上位項目となった。一
方で「特になし（9.2％）」と回答する企業が前回調査より増加している。

　長野労働局が発表した2023年11月の県内有効求人倍率 (季節調整値 )は、1.38倍で、前月を0.03
ポイント下回り、2か月連続の低下となった。地域別有効求人倍率（実数値）では全ブロックで前年同月を下
回り、また、安定所別でもすべての安定所で前年同月を下回った。
　東信地区の2023年11月の有効求人倍率(実数値)は、前年同月を0.22ポイント下回る1.51倍となり、
安定所別では上田地域が前年同月比0.27ポイント下回る1.50倍、小諸・佐久地域が同0.18ポイント下
回る1.51倍となった。

（2023.12.26　長野労働局発表資料「最近の雇用情勢（令和５年１１月分）」に基づく）

東信地区・業況判断指数推移（全産業業況感DI）（対前期比）
※棒グラフは業況判断指数、折れ線グラフは業況感DIを表わしています。
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　　現在の業況感と3ヶ月後の予測
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1～3月10～12月7～9月

回答企業 18 社

　業況感は▲33.3、前年同月比で21.5ポイント悪化したものの、前
期比では11.1ポイント改善し、前期における今期見通し（▲33.3）
と同ポイントとなった。売上額は前期比 5.6 ポイント低下となるが、
仕入価格も低下し、資金繰りは改善傾向にある。

　「売上の停滞・減少が50.0%で引き続きトップ。以下、「人手不足」、
「利幅の縮小」がそれぞれ27.8%で続いた。「利幅の縮小」と「合理化
の不足」が前期比16ポイント上昇しランクインした。

　「販路を広げる」が前期比 16.6 ポイント上昇し 72.2% で引き続
きトップ。以下、「経費を節減（44.4%）」、「品揃えを充実（22.2%）」、
「情報力を強化（22.2%）」と続いた。順位の変動はなかったが、「人材
を確保」が前期比5.6ポイント上昇し関心の高さが伺えた。

　業況感は今期実績と同ポイントとなる▲33.3 と予測しているが、
売上額と収益は低下を予測しており、引き続き厳しい見通しとなって
いる。

　再生資源卸では、鉄や非鉄金属について、中国系業者が安い相場で
売買するので値崩れが起きている。農産物卸売業では野菜の生育が良
くなく、コストが上昇している。食料品卸では、原材料高騰により内容
量を減らし実質値上げをせざるを得ない先もある。花卉卸では、肥料
高騰、燃料費高騰、輸送費高騰で切り花の価格が上昇、葬儀セレモニー
関連は復調しているが、一般向けは下降気味とのこと。土産物卸では、
観光業の回復とともに観光地の売上が伸びているが、中国人の観光客
が減少していることを危惧している。建築資材卸では、ウッドショッ
ク後しばらく価格は下がり、落ち着きを見せていたものの、中国産材
は11月から再度値上げした先もあった。
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1～3月10～12月7～9月　業況感は▲14.3、前年同月比で15.5ポイント悪化したものの、前
期比では+1.0ポイントとなり、前期における今期見通し（▲18.8）
を4.5ポイント上回った。受注残は低下となったが、売上額はプラス
圏にて推移し、資金繰りは改善傾向にある。

　2021年12月より1位をキープしていた「原材料高（40.5％）」が前
期比10.1ポイント低下し2位となる。代わって「売上の停滞・減少
（42.9%）」がトップとなる。以下、「人手不足（33.3%）」「利幅の縮小
（28.6%）」、と続いた。

　「販路を広げる（56.0%）」が「経費を節減（48.8％）を抑えて引き続
きトップとなった。以下、「人材を確保（34.5%）」、「機械化を推進
（22.6%）」と続いた。「機械化を推進」が前回より6.1ポイント上昇し
順位を上げた。

　引き続き原材料価格の上昇は緩和されるが、売上額は20ポイント
以上の低下が見込まれる。収益、資金繰りはいずれも悪化し、業況感は
今期比15.5ポイント低下となる▲29.8と予測している。

　電子部品では、原材料価格高に伴い、一部材料仕入先を海外へ変更
するなど収益性改善に向けて取り組んでいる。土産品製造では、売上
はコロナ禍前の水準に戻りつつあり、国内、国外への旅行客の回復が
追い風となっている。金属機械部品では、特にヨーロッパからのアル
ミニウムの価格が高騰している。非鉄金属では、原材料価格の上昇は
あるものの、価格転嫁はできており、多品種少量生産にて付加価値の
ある仕事を目指していくとの回答があった。外国人労働者の技能実習
制度が廃止となり、新たな制度が発足することとなると、外国人労働
者の雇用が難しくなる可能性を心配する声もあった。
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回答企業 84 社
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1～3月10～12月7～9月
　業況感は▲18.2となり、前年同期比で22.7ポイント、前期比で
18.2ポイントそれぞれ悪化し、前期における今期見通し（▲18.2）と
同ポイントとなった。材料価格は低下しているものの、売上額、収益が
いずれも悪化した。　

　「材料価格上昇」が前期比 13.6％低下し 45.5% となるが引き続
きトップ。以下、「売上の停滞・減少（36.4％）」、「同業者間の競争の激
化（31.8％）」、「人手不足（27.3％）と続いた。「売上の停滞・減少」が
前期比13.7ポイント上昇し、順位も5位から同率2位へアップした。

　「経費を節減」が引き続きトップ。以下、「人材を確保（31.8%）」、「販
路を広げる（31.8％）」、「教育訓練を強化（22.7％）」と続いた。「新し
い事業を始める（18.2％）」が上昇し関心をもつ企業が増えている。

　業況感は今期実績比 4.6 ポイント改善となる▲13.6 と予測して
いる。材料価格は引き続き低下となり、売上額、収益、資金繰りはいず
れも改善する見通しとなる。

　運送業では、2024年問題（ドライバーの残業規制）の対応につい
て、中京圏から関西圏については、ドライバーの基地となる拠点が必
要になるが、単独で営業所を設けることは難しく、地域の運送業と連
携を模索している。旅館業では、ネット予約の割合が増加するのに伴
って、急なキャンセルが増加している。秋の松茸シーズンは不作であ
ったことから、松茸料理の提供が厳しかった。観光業ではキャッシュ
レス決済化を進めようとするが、手数料負担があり価格改定を検討し
ている。昨年は観光施策「信州割」があったことから、前年比売上減少
している先が多かった。
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1～3月10～12月7～9月

回答企業 78 社

　業況感は▲23.1となり、前年同期比で15.4ポイント改善するも、
前期比で2.6ポイント悪化となる。また、前期における今期見通し（▲
23.1）と同ポイントとなった。売上額で16.6ポイント、収益で7.7
ポイントそれぞれ低下した。

　「売上の停滞・減少」が48.7%でトップ。以下、「大型店との競争の
激化（26.9％）」、「利幅の縮小（25.6％）」と続いた。「同業者間の競争
の激化（14.1％）」が11.5ポイント低下し、順位を下げた。

　「経費を節減（56.4％）」が前期比5.1ポイント上昇し引き続きトッ
プ。以下、「宣伝・広告を強化する（20.5％）」、「売れ筋商品を扱う
（19.2％）」、「品揃えを充実（17.9％）」、「人材を確保（17.9%）」と続
いた。

　仕入価格は改善するものの、売上額が16.7ポイント低下し、収益
も10.2ポイント低下することから、業況感は今期実績比6.4ポイン
ト低下となる▲29.5を予測している。

　印鑑販売店では、インボイス制度導入によりゴム印注文が一時的に
増加したが、電子帳簿保存法の開始が脅威となっている。医薬品販売
店では、処方箋の取扱い枚数は前年並みであるが、市販薬のオーバー
ドーズ（過剰摂取）問題が課題となっている。家具販売店では、核家族
化に伴う住宅事情の変化により、大きく丈夫な家具からコンパクトな
低価格の物が好まれる傾向が顕著となっている。燃料販売店では、国
の施策によるガソリンへの補助金次第で販売価格が変わり、売上の増
減に影響が出ている。秋は暖かい日が続き灯油販売は低調とのこと。
書籍販売店では、雑誌の電子化で売上が減少傾向であることから、電
子化できない参考書の取扱いを増やしていく方針とのこと。

19.2
20.5

56.4

17.9
17.9

25.6

25.6

14.1

26.9

48.7

(19.2)

(20.5)

(15.4) ⑤

③

④

②

①

(24.4)

(51.3)

(24.4)

(23.1)

(25.6) ②⑤同業者間の競争の激化

③仕入先からの値上要請

③利幅の縮小

②大型店との競争の激化

①売上の停滞・減少

①経費を節減
②宣伝・広告を強化する
③売れ筋商品を扱う
④品揃えを充実
④人材を確保

⑤

④

②

①

(25.6)

(43.6)

2024年

▲ 23.1
▲ 5.1
▲ 15.4
33.3
52.6
▲ 2.6
▲ 20.5
▲ 6.4
▲ 19.2
46.2

▲ 20.5
11.5
▲ 7.7
42.3
59.0
0.0

▲ 20.5
17.9
▲ 5.1
51.3

▲ 23.1
9.0

▲ 14.1
37.2
69.2
3.8

▲ 20.5
15.4

▲ 19.2
47.4

261262262 261259



▲ 6.7
▲ 20.0
▲ 20.0
　6.7
26.7

▲ 26.7
0.0

1～3月10～12月7～9月
　業況感は40.0となり、前年同期比で40.0ポイント、前期比でも
26.7ポイント上昇した。また、前期における今期見通し（▲6.7）を
46.7ポイント上回った。依然として在庫は不足しているが、好調を維
持している。

　「販売商品・物件の不足」が60.0%でトップ。以下、「地価・商品物
件の高騰（40.0%）」、「利幅の縮小（26.7％）」、「同業者間の競争の激
化（20.0％）」と続いた。また、「問題なし（20.0％）」とする回答は前回
調査から20ポイント低下した。

　不動産物件が不足しており、「情報力を強化（66.7％）」が前回調査よ
り13.4ポイント上昇し引き続きトップとなった。以下、「宣伝・広告を強
化する（33.3％）」、「経費を節減（26.7%）」、「人材を確保（20.0％）」と
続いた。「特になし（20.0％）」の次は、「販路を広げる（13.3％）」、「提携
先を見つける（13.3％」と続いた。

　業況感は今期から 46.7 ポイント低下となる▲6.7 ポイントを予
測している。2020年9月以降プラス圏内にて推移しているが、一転
してマイナスに転じる見通しとなった。

　上田エリアにおいては、分譲建売の動きが鈍っているとの声もあ
る。資材の高騰により住宅ローンの借入額が増え、購入を決断できな
い状況があるが、低価格帯の物件は順調な様子。佐久平駅周辺、佐久
IC 周辺の分譲地については、相変わらず好調で予約販売により分譲
工事が終わる前に完売となる場所も存在している。軽井沢町駅周辺の
地価は上昇を続けており、1件当たりの取引額が大きく、仲介業とし
ても手数料収入は増加している。一方で、同町の不動産市況は活発に
推移していたが、商品不足からマイナスの影響も出ている。

26.7
33.3

66.7

20.0
20.0

26.7

20.0

20.0

40.0

60.0

(33.3)

(40.0)

(20.0) ⑤④問題なし

④同業者間の競争の激化

③利幅の縮小

②地価・商品物件の高騰

①販売商品・物件の不足

①情報力を強化
②宣伝・広告を強化する
③経費を節減
④人材を確保
④特になし

②

③

③

①

(33.3)

(60.0)

2024年2023年

40.0
20.0
20.0
13.3
26.7

▲ 26.7
6.7
26.7
26.7

13.3
0.0
13.3
26.7
40.0

▲ 33.3
0.0
0.0
0.0

33.3
26.7
20.0
33.3
20.0

▲ 33.3
▲ 6.7
33.3
26.7

(20.0)

(13.3)

(13.3) ⑤

⑤

④

③

①

(26.7)

(53.3)

▲ 18.2
▲ 18.2
▲ 20.5
▲ 22.7
▲ 20.5
43.2
18.2
▲ 4.5
▲ 6.8

1～3月10～12月7～9月　業況感は▲18.2となり、前年同期比で22.7ポイント悪化、前期比
でも11.4ポイント悪化し、前期における今期見通し（0.0）を18.2
ポイント下回った。売上額、受注残、収益が低下となり、資金繰りも悪
化した。

　「材料価格上昇」が 65.9% で引き続きトップ。以下、「人手不足
（43.2%）」、「同業者間の競争の激化（34.1％）」、「利幅の縮小（29.5
％）」、「売上の停滞・減少（22.7％）」と続いた。「同業者間の競争の激
化」が前期比6.8ポイント増加した。

　「経費を節減」が63.6％で引き続きトップとなる。以下、「人材を確
保（61.4％）」、「技術力を強化（50.0%）」、「販路を広げる（29.5％）」、
「情報力を強化（18.2％）」と続いた。前回調査と順位の変動はなかっ
た。

　業況感は今期実績と同ポイントとなる▲18.2 を予測している。材
料価格は改善を見込んでいるものの、売上額や受注残、施工高、収益な
どで悪化見通しとなった。

　管工事業では、給湯器関連ではガス給湯器が、水回りではウィシュ
レットが未だ納入遅延ありとのこと。冬季に入り、暖冬であるが機器
を新しくしたいとの顧客は多い様子。2024年問題について、国交省
関連の土木工事は4週8閉所（建設現場における「週休2日制」）が進
んできているが、建築工事は工期の関係で現場代理人の負担が大き
く、時間外労働の規制は難題であるとの話。軽井沢地区の建築は活況
であり、近隣建築関連業者は軽井沢頼みとなっているとのこと。建築
資材の高騰から、住宅建築が落ち込んでいるが、職人不足から手当は
急騰しておりバランスが悪い状態とのこと。厳しい人出不足の影響か
ら、各社工事請負量確保の為、競合他社による施工技術者の引き抜き
が激しく行われているとの声もあった。

50.0
61.4
63.6

29.5
18.2

34.1

29.5

22.7

43.2

65.9

(45.5)

(29.5)

(11.4) ⑤

④

③

②

①

(56.8)

(65.9)

(27.3)

(29.5)

(20.5) ⑤⑤売上の停滞・減少

④利幅の縮小

③同業者間の競争の激化

②人手不足

①材料価格上昇

①経費を節減
②人材を確保
③技術力を強化
④販路を広げる
⑤情報力を強化

③

④

②

①

(45.5)

(68.2)

2024年

▲ 18.2
▲ 4.5
▲ 11.4

9.1
▲ 11.4
70.5
34.1
▲ 2.3
▲ 6.8
2.3

▲ 11.4

▲ 6.8
2.3
4.5
6.8

▲ 6.8
68.2
15.9
▲ 2.3
4.5
0.0

▲ 11.4

▲ 2.3
6.8
0.0
4.5

▲ 11.4
81.8
27.3
4.5
2.3

▲ 4.5
▲ 22.7

回答企業 44 社
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「2024年（令和6年）の経営見通し」

項 目 全企業 製造業 卸売業 小売業 サービス 建設業 不動産業

項 目 全企業 製造業 卸売業 小売業 サービス 建設業 不動産業

回
答
企
業
２
６
０
社
に
よ
る
調
査
結
果
で
す
。

今回は当金庫営業区域内（東信地区）中小企業経営者の皆さまに
「2024年（令和6年）の経営見通し」についてお聞きしました。

　2024年の我が国の景気見通しについては、「良い」（「非常に良い」「良い」「やや良い」の合計）が9.2％、
「悪い」（「やや悪い」「悪い」「非常に悪い」の合計）が59.7％となった。この結果、「良い」の割合から「悪い」
の割合を引いた景気見通しＤＩは▲50.5 となり、1 年前の調査（▲56.0）と比べて 5.5 ポイントの上
昇となった。
　業種別では、1年前の調査と比べて、製造業（▲49.4→▲42.9）、小売業（▲71.8→▲51.9）、建設業（▲
59.1→▲47.7）で上昇し、不動産業が横ばい、卸売業（▲29.4→▲61.1）、サービス業（▲40.9→
▲68.2）で大幅に低下し、慎重な見通しが示された。

　2024年の自社の業況（景気）見通しについては、「良い」（「非常に良い」・「良い」・「やや良い」の合計）
が 13.1％、「悪い」（「非常に悪い」・「悪い」・「やや悪い」の合計）が 44.6％となった。この結果、自
社の業況見通しＤＩは▲31.5 となり、１年前の調査（▲36.3）と比べて4.8 ポイント上昇した。
　業種別では、1 年前の調査と比べて、小売業（▲60.3→▲36.4）、サービス業（▲27.3→▲22.7）
で上昇し、不動産業が横ばい、製造業（▲28.9→▲33.3）、卸売業（▲23.5→▲33.3）、建設業（▲
27.3→▲31.8）で低下見通しとなった。

貴社では、2024年の日本の景気をどのように見通していますか。
次の中から1つ選んでお答えください。

貴社では、2024年の自社の業況（景気）をどのように見通していますか。
次の中から1つ選んでお答えください。

●
調
査
時
点
２
０
２
３
年　

月
　
日
現
在･

調
査
対
象
企
業
２
６
４
社（
回
答
率　

％
）

業
0.00.0 0.00.0 0.00.0 0.00.0 0.00.0 0.00.0 0.00.0

0.00.0 0.00.0 0.00.0 0.00.0 0.00.0 0.00.0
13.113.1 11.111.1 6.56.5 0.00.0 11.411.4 6.76.7

0.00.0
9.29.2

47.747.7
10.810.8
1.21.2

47.647.6
7.17.1
1.21.2

61.161.1
11.111.1
0.00.0

41.641.6
14.314.3
2.62.6

54.554.5
13.613.6
0.00.0

47.747.7
11.411.4
0.00.0

53.353.3
6.76.7
0.00.0

①非常に良い①非常に良い
②良い②良い
③やや良い③やや良い
④普通④普通
⑤やや悪い⑤やや悪い
⑥悪い⑥悪い
⑦非常に悪い⑦非常に悪い

31.031.0 16.716.7 35.135.1 31.831.8 29.529.5 33.333.331.231.2

①0.0％
②0.0％
③9.2％

④31.2％

⑤47.7％

⑥10.8％

⑦1.2％

業
0.00.0 0.00.0 0.00.0 0.00.0 0.00.0 0.00.0 0.00.0

1.21.2 0.00.0 0.00.0 0.00.0 2.32.3 6.76.7
15.515.5 16.716.7 9.19.1 13.613.6 6.86.8 13.313.3

1.21.2
11.911.9

34.634.6
9.29.2
0.80.8

41.741.7
8.38.3
0.00.0

44.444.4
5.65.6
0.00.0

31.231.2
11.711.7
2.62.6

22.722.7
13.613.6
0.00.0

34.134.1
6.86.8
0.00.0

20.020.0
6.76.7
0.00.0

①非常に良い①非常に良い
②良い②良い
③やや良い③やや良い
④普通④普通
⑤やや悪い⑤やや悪い
⑥悪い⑥悪い
⑦非常に悪い⑦非常に悪い

33.333.3 33.333.3 45.545.5 50.050.0 50.050.0 53.353.342.342.3

①0.0％

②1.2％

③11.9％

④42.3％⑤34.6％

⑥9.2％

⑦0.8％

98.5

15

12

①30%以上の増加

③10～19％の増加

⑤変わらない

⑨30％以上の減少
⑧20～29％の減少
⑦10～19％の減少
⑥10％未満の減少

④10％未満の増加

②20～29％の増加
0.8
1.2
9.6
21.2
39.6
18.5
5.0
1.2
3.1

1.2
0.0
11.9
26.2
35.7
16.7
3.6
2.4
2.4

0.0
0.0
11.1
22.2
11.1
50.0
5.6
0.0
0.0

0.0
0.0
3.9
20.8
48.1
18.2
6.5
0.0
2.6

0.0
0.0
18.2
22.7
31.8
13.6
4.5
4.5
4.5

2.3
6.8
6.8
15.9
45.5
15.9
2.3
0.0
4.5

0.0
0.0
20.0
6.7
46.7
6.7
13.3
0.0
6.7

23.5 25.0 22.2 19.5 31.8 20.5 33.3
11.9 5.6 2.6 4.5 6.8 13.3
20.2 16.7 16.9 13.6 6.8 26.7

7.3
16.5

6.2
4.2
32.7

6.0
3.6
20.2

5.6
0.0
44.4

7.8
5.2
41.6

13.6
4.5
22.7

2.3
4.5
47.7

0.0
6.7
13.3

①すでに上向いている
②6か月以内
③1年後
④2年後
⑤3年後
⑥3年超
⑦業況改善の見通しは立たない

13.1 5.6 6.5 9.1 11.4 6.79.6

6.2 6.0 5.6 6.5 4.5 6.8 6.7
47.6 44.4 54.5 68.2 43.2 33.3
39.3 50.0 31.2 27.3 38.6 26.7
3.6 0.0 0.0 0.0 0.0 6.7
3.6 0.0 7.8 0.0 11.4 26.7

49.6
35.8
1.5
6.9

12.3
62.3
18.5
0.4
6.5

7.1
64.3
23.8
1.2
3.6

22.2
61.1
16.7
0.0
0.0

13.0
59.7
20.8
0.0
6.5

22.7
77.3
0.0
0.0
0.0

13.6
61.4
13.6
0.0
11.4

6.7
46.7
20.0
0.0
26.7

仕入価格

販売価格
①大幅な上昇（10％以上）
②緩やかな上昇（10％未満）
③変わらない（一進一退など）
④下落
⑤わからない（自社には関係ないなど）

⑥大幅な上昇（10％以上）
⑦緩やかな上昇（10％未満）
⑧変わらない（一進一退など）
⑨下落
⓪わからない（自社には関係ないなど）



0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
13.1 11.1 6.5 0.0 11.4 6.7

0.0
9.2

47.7
10.8
1.2

47.6
7.1
1.2

61.1
11.1
0.0

41.6
14.3
2.6

54.5
13.6
0.0

47.7
11.4
0.0

53.3
6.7
0.0

①非常に良い
②良い
③やや良い
④普通
⑤やや悪い
⑥悪い
⑦非常に悪い

31.0 16.7 35.1 31.8 29.5 33.331.2

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
1.2 0.0 0.0 0.0 2.3 6.7
15.5 16.7 9.1 13.6 6.8 13.3

1.2
11.9

34.6
9.2
0.8

41.7
8.3
0.0

44.4
5.6
0.0

31.2
11.7
2.6

22.7
13.6
0.0

34.1
6.8
0.0

20.0
6.7
0.0

①非常に良い
②良い
③やや良い
④普通
⑤やや悪い
⑥悪い
⑦非常に悪い

33.3 33.3 45.5 50.0 50.0 53.342.3

「
２
０
２
４
年（
令
和
６
年
）の
経
営
見
通
し
」

項 目 全企業 製造業 卸売業 小売業 建設業 不動産業

項 目 全企業 製造業 卸売業 小売業 サービス 建設業 不動産業

　2024 年の自社の売上額の伸び率については、「増加」と「減少」で見てみると「増加」が 32.8%、「減少」が
27.8% となった。この結果、「増加」の割合から「減少」の割合を引いた売上額の伸び率 DI は 5.0 となり、1
年前の調査（7.1）に比べて2.1 ポイント低下したものの、3年続けて「増加」が「減少」を上回った。
　業種別では、製造業、サービス業、建設業でプラスとなる見通しが示され、不動産業が横ばい、卸売業、小売業
では慎重な見通しが示された。

　自社の業況が上向く転換点については、１年前の調査と比べて「すでに上向いている」（22.8→23.5）、「６か
月以内」（7.7→7.3）、「１年後」（18.1→16.5）とする比較的前向きな回答が横ばいとなり、「２年後」（13.9→9.6）、
「３年後」（8.9→6.2）、「３年超」（5.8→4.2）はいずれも減少した。一方、「業況改善の見通しは立たない」
（22.8→32.7）は1年前の調査と比べて9.9ポイント上昇した。サービス業を除き、「業況改善の見通しは立たない」
という回答が前年と比べて大きく増加していることから、業況改善は、二極化の様子が大きいといえる。

　2024 年における自社の販売価格と仕入価格見通しについては、「緩やかな上昇（10％未満）」が販売価格で
49.6％、仕入価格で 62.3％とを占めた。次に、「変わらない（一進一退など）」が販売価格で 35.8％、仕入価
格で 18.5％となった。業種別では、サービス業で調査企業の全てが仕入価格上昇を見込み、販売価格についても
下落を予想する企業はなかった。

2024年において貴社の売上額の伸び率は、2023年に比べておおよそどの
くらいになると見通していますか。次の中から１つ選んでお答えください。

貴社では、自社の業況が上向く転換点をいつ頃になると見通していますか。次
の中から１つ選んでお答えください。

近年、販売価格や仕入価格に上昇の傾向がみられますが、2024 年を展望したとき、貴社で
は価格面の動向をどのように見通していますか。販売価格については①～⑤から、仕入価格
については⑥～⓪から、それぞれもっとも当てはまるものを１つずつ選んでお答えください。

サービス業
①30%以上の増加①30%以上の増加

③10～19％の増加③10～19％の増加

⑤変わらない⑤変わらない

⑨30％以上の減少⑨30％以上の減少
⑧20～29％の減少⑧20～29％の減少
⑦10～19％の減少⑦10～19％の減少
⑥10％未満の減少⑥10％未満の減少

④10％未満の増加④10％未満の増加

②20～29％の増加②20～29％の増加
0.80.8
1.21.2
9.69.6
21.221.2
39.639.6
18.518.5
5.05.0
1.21.2
3.13.1

1.21.2
0.00.0
11.911.9
26.226.2
35.735.7
16.716.7
3.63.6
2.42.4
2.42.4

0.00.0
0.00.0
11.111.1
22.222.2
11.111.1
50.050.0
5.65.6
0.00.0
0.00.0

0.00.0
0.00.0
3.93.9
20.820.8
48.148.1
18.218.2
6.56.5
0.00.0
2.62.6

0.00.0
0.00.0
18.218.2
22.722.7
31.831.8
13.613.6
4.54.5
4.54.5
4.54.5

2.32.3
6.86.8
6.86.8
15.915.9
45.545.5
15.915.9
2.32.3
0.00.0
4.54.5

0.00.0
0.00.0
20.020.0
6.76.7
46.746.7
6.76.7
13.313.3
0.00.0
6.76.7

①0.8％
②1.2％
③9.6％

⑧1.2％

④21.2％

⑤39.6％

⑥18.5％

⑦5.0％

⑨3.1％

項 目 全企業 製造業 卸売業 小売業 サービス 建設業 不動産業業
23.523.5 25.025.0 22.222.2 19.519.5 31.831.8 20.520.5 33.333.3

11.911.9 5.65.6 2.62.6 4.54.5 6.86.8 13.313.3
20.220.2 16.716.7 16.916.9 13.613.6 6.86.8 26.726.7

7.37.3
16.516.5

6.26.2
4.24.2
32.732.7

6.06.0
3.63.6
20.220.2

5.65.6
0.00.0
44.444.4

7.87.8
5.25.2
41.641.6

13.613.6
4.54.5
22.722.7

2.32.3
4.54.5
47.747.7

0.00.0
6.76.7
13.313.3

①すでに上向いている①すでに上向いている
②6か月以内②6か月以内
③1年後③1年後
④2年後④2年後
⑤3年後⑤3年後
⑥3年超⑥3年超
⑦業況改善の見通しは立たない⑦業況改善の見通しは立たない

13.113.1 5.65.6 6.56.5 9.19.1 11.411.4 6.76.79.69.6

①23.5％

②7.3％

③16.5％

④9.6％
⑤6.2％

⑥4.2％

⑦32.7％

業

6.26.2 6.06.0 5.65.6 6.56.5 4.54.5 6.86.8 6.76.7
47.647.6 44.444.4 54.554.5 68.268.2 43.243.2 33.333.3
39.339.3 50.050.0 31.231.2 27.327.3 38.638.6 26.726.7
3.63.6 0.00.0 0.00.0 0.00.0 0.00.0 6.76.7
3.63.6 0.00.0 7.87.8 0.00.0 11.411.4 26.726.7

49.649.6
35.835.8
1.51.5
6.96.9

12.312.3
62.362.3
18.518.5
0.40.4
6.56.5

7.17.1
64.364.3
23.823.8
1.21.2
3.63.6

22.222.2
61.161.1
16.716.7
0.00.0
0.00.0

13.013.0
59.759.7
20.820.8
0.00.0
6.56.5

22.722.7
77.377.3
0.00.0
0.00.0
0.00.0

13.613.6
61.461.4
13.613.6
0.00.0
11.411.4

6.76.7
46.746.7
20.020.0
0.00.0
26.726.7

仕入価格仕入価格

販売価格販売価格
①大幅な上昇（10％以上）①大幅な上昇（10％以上）
②緩やかな上昇（10％未満）②緩やかな上昇（10％未満）
③変わらない（一進一退など）③変わらない（一進一退など）
④下落④下落
⑤わからない（自社には関係ないなど）⑤わからない（自社には関係ないなど）

⑥大幅な上昇（10％以上）⑥大幅な上昇（10％以上）
⑦緩やかな上昇（10％未満）⑦緩やかな上昇（10％未満）
⑧変わらない（一進一退など）⑧変わらない（一進一退など）
⑨下落⑨下落
⓪わからない（自社には関係ないなど）⓪わからない（自社には関係ないなど）

⓪6.5％

①6.2％

②49.6％③35.8％

④1.5％
⑤6.9％

⑨0.4％ ⑥12.3％

⑦62.3％

⑧18.5％

［販売価格］

［仕入価格］



2023.10～12 2024.1～3

261261

▲16.1
(▲17.2)
▲ 1.1
(▲ 4.6)
▲ 7.8
(▲11.6)

9.1
(▲11.4)
▲ 11.9
(▲14.9)
27.7
(16.3)
45.9
(35.1)
42.9
(31.8)
2.4
(3.5)
54.5
(45.5)
69.7
(59.1)
34.1
(15.9)
▲ 3.9
(▲ 6.5)
▲11.9
(▲12.2)
▲ 5.7
▲15.3
46.9

2023.7～9
▲14.5
(▲16.1)
6.5
(2.7)
3.1

(▲ 6.2)
6.8

(▲ 2.3)
▲ 5.7
(▲ 6.5)
32.1
(21.5)
55.9
(41.8)
49.4
(35.3)
9.4
(7.1)
59.1
(27.3)
72.7
(71.2)
15.9
(13.6)
▲ 1.9
(▲ 5.2)
▲14.1
(▲10.7)

5.0
▲ 9.5
49.0

(▲25.3)

(▲18.8)

(▲19.5)

(▲22.7)

(▲23.0)

(13.8)

(31.5)

(28.6)

(2.4)

(31.8)

(48.5)

(18.2)

(▲ 5.8)

(▲13.8)

262262262 261261259259
2023.4～62023.1～3
▲13.4
(▲14.9)
4.6
(6.9)
▲ 1.6
(0.8)
4.5
(4.7)

▲10.0
(▲ 8.0)
30.3
(25.4)
58.2
(55.4)
56.5
(47.1)
4.7

(▲ 1.2)
36.4
(22.7)
83.3
(70.8)
27.3
(16.3)
0.6

(▲ 5.2)
▲13.4
(▲ 9.5)
8.8

▲11.1
47.4



2023.10～122023.7～9 2024.1～3

261261

0.4
(2.3)

▲26.4
(▲25.2)
23.8
76.2
19.9
80.1
9.6
58.6
13.8
18.0
▲ 8.9
(▲ 9.7)
10.6
(14.3)
21.2
(25.4)
24.2
(28.6)
24.2
(14.3)
12.1
(12.7)
7.6
(4.8)
73.9
(75.6)

▲ 1.5
(0.0)

▲24.8
(▲25.7)
24.8
75.2
21.4
78.6
8.0
61.8
12.6
17.6
▲ 7.7
(▲ 5.3)
10.3
(15.5)
29.4
(23.9)
23.5
(29.6)
14.7
(8.5)
14.7
(21.1)
7.4
(1.4)
75.6
(71.6)

(▲2.3)

(▲24.1)

(▲10.6)

(12.7)

(19.0)

(31.7)

(14.3)

(14.3)

(7.9)

(74.3)

2023.4～62023.1～3

262262262 261261259259

▲ 3.1
(0.8)

▲22.2
(▲21.8)
14.6
85.4
21.8
78.2
7.3
58.2
11.9
22.6
▲ 5.3
(▲ 7.7)
13.2
(13.0)
13.2
(21.7)
28.9
(29.0)
19.7
(17.4)
15.8
(15.9)
9.2
(2.9)
71.3
(72.1)



2023.10～12

2023.10～12

①39.1
③26.1
3.1

④21.1
0.8
0.4
3.4

②27.2
13.0
1.5
0.4
11.1
10.0
3.4
0.8
8.4
1.5

⑤14.9
3.8
0.8
2.3
7.7
1.1
0.0
0.0
0.0
1.9
5.4
6.1
0.4
2.7
1.9
3.4
8.0
3.1
1.1

2023.　 7～92023.　 4～6
①38.5
③22.9
3.1

④22.1
0.0
0.4
2.7

②25.2
⑤16.4
3.1
0.4
11.5
9.5
5.3
0.4
8.8
1.5

⑤16.4
4.2
0.8
1.9
7.3
2.3
0.0
0.0
0.0
1.5
5.3
5.7
1.1
3.4
1.9
3.8
7.6
1.9
1.1

①39.1
③24.1
4.2

④21.8
0.8
0.8
2.7

②26.1
18.0
1.5
0.0
13.8
9.6
6.1
1.5
8.8
2.3

⑤18.4
3.1
0.8
1.9
7.3
1.5
0.0
0.0
0.0
1.1
5.0
6.1
0.8
3.1
1.9
2.7
5.4
3.8
0.4

③31.4
①52.1
④14.2
6.1
1.5
4.2
⑤9.6
②31.8
1.9
6.9
2.7
1.1
2.7
6.9
3.8
8.8
3.1
3.4
0.0
5.7
2.7
9.2
0.4
0.4
0.0
0.0
0.0
9.2

2023.　 7～9
②29.8
①50.4
④13.0
6.1
1.5
1.9
7.6

②29.8
0.8
8.8
2.3
1.5
4.6
8.0
5.3
⑤9.2
3.4
4.2
0.0
5.7
3.1
8.8
0.4
0.4
0.0
0.4
0.8
8.0

2023.　 4～6
③29.1
①51.3
④14.9
5.7
1.9
2.3
9.2

②30.7
1.1
⑤10
1.5
1.5
3.8
7.3
5.7
9.6
1.5
3.4
0.4
6.1
3.8
8.8
0.4
0.0
0.0
0.4
0.0
8.0



岩村田支店浅間ビジネスクラブ主催・
上田しんきん経営塾２１共催の「上田信用金庫経済講演会
（令和５年度第３回セミナー）」を開催しました

AREC・Fii プラザ第２６１回リレー講演会（経営）・
脱炭素経営研究会第５回例会が

当金庫イベントホールにて開催されました

しずおかセミナー in長野が開催されました

　2023 年 10 月11日に佐久市の佐久平交流センターにて、岩村田支店浅間
ビジネスクラブ（主催）と上田しんきん経営塾21（共催）との共同開催により、「令
和5年度第3回セミナー」を開催いたしました。セミナーには、㈱日本総合研究所
主席研究員の藻谷浩介氏を講師として招き、『東信地域の再成長に向け、地元企
業に何ができるか』をテーマとして、多くの上田しんきん経営塾21会員、および浅
間ビジネスクラブ会員の皆様が、自社で何かできるかについて学びました。
上田しんきん経営塾21では、景気動向（世情）のほか、事業承継（後継者育成）、
販路拡大、人材確保、IT・DX、環境関連など経営者が抱えるさまざまな問題をテ
ーマとしたセミナーを定期的に実施しております。上田しんきん経営塾 21 にご興
味のある企業様がおられましたら、お気軽に当金庫地域事業部、またはお近くの営
業店までご連絡をお願いいたします。

　2023年11月16日に当金庫イベントホールにて、産学官連携事業の一環と
して開催されております、AREC・Fiiプラザ第261回リレー講演会（経営）、およ
び脱炭素経営研究会第 5 回例会が開催されました。今回の講演会では、「SDGｓ
と地域活性化を見据えた企業経営」と題して、当金庫理事長・小池文彦による講
演も行われました。当金庫は 2022 年 12 月 2 日に創立 100 年を迎えました。
今回の講演では、当金庫の100年の歩みとともに、直近5年間の地域活性化へ
向けた取組・社会貢献・SDGｓに関する取組・経営方針・長期経営計画、また地
域の様々なニーズに対応することを目的に、多方面、多岐にわたり連携協定・業務
提携を締結しネットワークづくりを進めておりますこともご紹介させていただきま
した。　　　

　2023年11月29日に松本市のホテルブエナビスタにて、しずおかセミナー
in 長野が開催されました。当金庫は 2023 年 9 月 19 日にしずおか焼津信用金
庫、山梨信用金庫、甲府信用金庫、諏訪信用金庫、長野信用金庫、松本信用金庫と
「中部横断自動車道開通に伴う連携に関する協定書」を締結しております。本セミ
ナーは、本連携に基づく関連事業（しんきん中部横断道コネクト事業）として、静岡
市と長野県内４信金（当金庫、長野信金、松本信金、諏訪信金）の営業エリア内の取
引事業者様、および地公体団体様との官民連携ビジネス交流企画として開催され
ました。本セミナーでは、静岡市役所職員より、静岡市の魅力、および清水港の活
用、海外ビジネスへの展開についての講演がございました。
　また、しんきん中部横断道コネクト事業の一環として、2024年2月（静岡県藤
枝市）、同年6月（同県島田市）、同年9月（同県焼津市）にて、7信用金庫営業エリ
アのお取引先企業様を出展対象とした、マルシェを開催する予定となっておりま
す。マルシェ出展につきましてご興味のある企業様がおられましたら、お気軽に当
金庫地域事業部、またはお近くの営業店までご連絡をお願いいたします。



2023年12月1日～12月15日調査時点

2024年1月31日


